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この広報誌は、赤い羽根共同募金の助成により作成しました。
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ラジオ講座「いきいきライフ」は、ラジオやインターネット等を通じて、各界で活躍されてい
る方を講師に、時事、社会、文化、娯楽、健康、医療、福祉などのお話を毎週聞くことができる
講座です。

FBCラジオ（嶺北AM864kHz/FM94.6MHz　嶺南AM1557kHz/
FM93.6MHz）で、毎週日曜日の6：30～7：00放送（毎週土曜日
の17：15～17：45再放送）しています。
放送後、インターネットでも聞けます。（無料）

♥2月14日（月）
寄贈者 匿名の方（福井市在住）：玄米30kg　10袋　　　　　　市町社会福祉協議会　ほか

♥3月29日（火）
寄付者

寄付先
一般社団法人　福井県電業協会様：寄付金　30万円
福井県社会福祉協議会「子ども未来応援バンク」へ

♥4月15日（金）

寄付者

寄付先

東洋羽毛北信越販売株式会社様：寄付金　30万円
福井県社会福祉協議会「子ども未来応援バンク」へ

ᇓᘟ଻ୈႉ౟ஶႉᴾନᇓଈ୆ቅ᳘រଔ௾ଏ଻ଖ૗�
៰ᓾଫໟቁବᐈීନᗙប଒ଘଣଁଜଝଊ଻ଖ૗

ྩ࿨�೥度ॿ੒๏ਓ͔Βのϝッηーδ

　県社協では、県内社会福祉法人の福祉サービス車両購入助成事業として、令和 3年度は
紫水の郷（大野市）、本郷こども園（おおい町）に助成を行いました。

ʮੵળ会߸ʯ͕ ͋なたのまͪ΁

寄贈先

෱ࢱαʔϏεं྆ߪೖॿ੒ۀࣄ

この度福祉サービス車両購入助成金を頂き誠にありがとうございます。バス
購入のおかげで園児の送迎や園活動の移動が短時間で出来る様になりまし
た。助成いただいたこと感謝しています。

今後も地域の幼児、乳児等子育て支援に貢献していき、大切に使わ
せていただきたいと思います。助成ありがとうございました。 ॿ੒ं̡྆ ೔࢈�Ωϟϥόϯʢ༮ࣇόεʣʢຊ͜ڷͲ΋Ԃʣr

ॿ੒ं̡྆ τϤλ�λ΢ϯΤʔεόϯʢࢵਫͷڷʣr

ଐଫஙஷクଫᶉଉ᠗ൌ୏ᵈେ଻ଖ �

この度は福祉サービス車両購入助成金をいただき誠にありがとうございまし
た。「乗り心地がよい！」「広くて荷物をつめやすい！」など職員・利用者様
より喜びの声が聞こえています。この車両のおかげで、利用者様の通所時の
送迎や、連日の菓子や惣菜納品、施設外作業の送迎を効率的に行うことがで
きるようになりました。貴重な助成金をいただいたことに感謝しながら今後
も利用者様の働く場という役割を全うできるよう大切に使わせていただきた
いと思います。

［問合せ先］　福井県社会福祉協議会 福井県すこやか長寿センター TEL.0776-24-2433

受講生募集

'#$J��'#$ϥδΦ

ラジオ講座「いきいきライフ」
の詳細は、こちらからご覧くだ
さい。

こころでつながろう！福井
令和4年4月11日、本会が運営する「ふくい外国人
介護職員支援センター」の第一期生であるタイ人
介護技能実習生6名を福井県に迎えました。（詳し
くは、特集記事をご参照ください。）
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、
ࢲ
た
ち
は
त
ۀ
を
ॱ

調
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
日
ৗ
的
な
ݴ
༿
や
介
護
の

ݴ
༿
に
つ
い
て
、
よ
く
理
解
し

࿩
ͤ
て
い
ま
し
た
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ࣈ
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文
に
も
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極
的
で
、
ޓ
い
に
ྭ

ま
し
あ
い
、
স
い
な
が
ら
学
Ϳ

様
ࢠ
が
ҹ
৅
的
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
介
護
施
設
で
の
実

習
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
ず
は
介

護
技
術
の
習
得
が
大
事
で
す

が
、
日
本
で
の
生
活
も
ͥ
ͻ
ָ

し
ん
で
充
実
し
た
日
ʑ
を
送
っ

て
΄
し
い
と
ࢥ
い
ま
す
。
ক
来

は
介
護
の
プ
ロ
と
し
て
力
を
ൃ

ش
し
、
օ
さ
ん
の
そ
れ
ͧ
れ
の

ເ
が
実
現
で
き

る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
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令
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大
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が
承
認
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４
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４
〜
５
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５
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８
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の
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国
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地
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※
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イ
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３
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介
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５
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福
井
市
、
敦
賀
市
の
３
施
設
〉
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技
能
実
習
開
始
（
３
年
間
）

SNS、ビデオチャット等で随時のコミュニケーションを継続

※

今
回
の
６
名

本
会
で
は
、
昨
年
２
月
に
外
国
人
技
能
実

習
制
度
に
お
け
る
監
理
団
体
の
許
可
を
取
得

し
、「
ふ
く
い
外
国
人
介
護
職
員
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
て
、
県
や
県
介
護
福
祉
士

会
と
の
連
携
に
よ
り
、
介
護
人
材
の
育
成
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
外
国
人
の
入

国
制
限
で
、
来
日
が
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
４
月
に
第
一
期
生
と
な
る
タ
イ

人
介
護
技
能
実
習
生
６
名
を
福
井
県
に
迎
え

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
交
流
で　
　
　

　
　
　
　
　

不
安
を
解
消

今
回
、
受
け
入
れ
た
技
能
実
習
生
は
、
当

初
、
令
和
３
年
９
月
の
入
国
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
世
界
的
な
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
日
本
、
タ
イ
双
方
に
お
い
て
出
入
国

手
続
き
が
進
ま
ず
、
日
本
へ
の
入
国
時
期
が

予
測
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

受
入
施
設
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
技
能
実

習
生
に
と
っ
て
は
経
済
的
事
情
か
ら
も
早
い

来
日
が
望
ま
れ
ま
し
た
が
、
入
国
再
開
時
期

が
不
透
明
な
中
、
日
本
行
き
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
低
下
す
る
こ
と
や
日
本
語
能
力
の

維
持
向
上
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。

そ
こ
で
、
技
能
実
習
生
、
受
入
施
設
、
監

理
団
体
、
送
出
機
関
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ラ
イ

ン
を
作
成
し
、
ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
を
活
用
し

た
学
習
や
生
活
に
関
す
る
情
報
交
換
、
施

設
利
用
者
と
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
越

し
で
の
交
流
、
日
記
に
よ
る
作
文
能
力
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
た
こ
と
で
、
技
能
実
習
生
、

施
設
間
の
理
解
が
進
み
、
全
員
が
高
い
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ま
ま
入
国
に
備
え
て
く
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
、
令
和
４
年
３
月
、
検
査
や
一
定
の

行
動
規
制
等
の
も
と
で
外
国
人
の
入
国
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
送
出
機
関
の
協
力

も
あ
っ
て
、
今
回
の
入
国
が
実
現
し
ま
し
た
。

福
井
で
の
生
活
と
入
国
後
講
習

４
月
５
日
の
入
国
日
か
ら
待
機
期
間
を
経

て
４
月
９
日
に
来
福
。
実
習
生
達
は
、
約
１

か
月
に
わ
た
る
入
国
後
講
習
と
し
て
、
福

井
、
日
本
の
生
活
習
慣
、
日
本
語
や
介
護
技

術
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

気
温
35
度
前
後
の
タ
イ
か
ら
、
ま
だ
ま
だ

肌
寒
い
福
井
に
来
た
こ
と
、
ま
た
、
生
活
様

式
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
で
の
体
調
も
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
１
か
月
間
を
無
事

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

入
国
後
講
習
は
５
月
６
日
に
終
了
し
、
５

月
９
日
か
ら
は
県
内
３
つ
の
介
護
施
設
に
分

か
れ
て
3
年
間
の
実
習
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「タイ人技能実習生受入式」
実習施設等の受入関係者が技能実習生を迎えて受入式を催した。

（４月１１日　於：県社会福祉センター）

入国後講習の様子
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し
た
。
׽
ࣈ
や
作

文
に
も
積
極
的
で
、
ޓ
い
に
ྭ

ま
し
あ
い
、
স
い
な
が
ら
学
Ϳ

様
ࢠ
が
ҹ
৅
的
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
介
護
施
設
で
の
実

習
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
ず
は
介

護
技
術
の
習
得
が
大
事
で
す

が
、
日
本
で
の
生
活
も
ͥ
ͻ
ָ

し
ん
で
充
実
し
た
日
ʑ
を
送
っ

て
΄
し
い
と
ࢥ
い
ま
す
。
ক
来

は
介
護
の
プ
ロ
と
し
て
力
を
ൃ

ش
し
、
օ
さ
ん
の
そ
れ
ͧ
れ
の

ເ
が
実
現
で
き

る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

入
国
後
講
習

　
　指
導
者
の
声玉井 美喜子氏

日本語の輪を広げる会
日本語講師

ニ
ホ
ン
ゴ

ム
ズ
カ
シ
イ

ݝ
಺
ॳ
の
タ
イ
人

  

ٕ
ೳ
࣮
習
生
の
受
入
れ

特
集

Ỗ
֎
国
人
介
護
人
材
ҭ
੒
ࢧ
ԉ
ࣄ
ۀ
Ỗ

令
和
３
年

雇
用
条
件
を
タ
イ
大
使
館
が
承
認

　
　
　
　
　
⬅
　
　
　
　
　（
４
月
）

受
入
施
設
と
の
面
接
・
雇
用
契
約

　
　
　
　
　
⬅
　
　
　（
４
〜
５
月
）

入
国
前
講
習
（
５
〜
８
月
）

　
　
　
　
　
⬅

技
能
実
習
計
画
の
認
定

在
留
資
格
認
定

　
　
　
　
　
⬅

※

当
初
の
入
国
予
定
時
期

　
　
　
　
　
　
　（
９
月
↓
遅
延
）

※

現
地
学
校
に
て
学
習
を
継
続

※

入
国
時
期
の
見
通
し
が
立
た
ず

　
全
員
一
時
帰
省

　
各
自
ア
ル
バ
イ
ト
等
就
業

令
和
４
年

入
国
制
限
緩
和
（
３
月
）

　
　
　
　
　
⬅

入
国
関
係
手
続
開
始

　
　
　
　
　
⬅

入
国
前
講
習
〈
介
護
技
術
〉

　
　
　
　
　
⬅

入
国
（
４
月
５
日
）

　
　
　
　
　
⬅

入
国
後
講
習
（
１
か
月
）

　
　
　
　
　
⬅

実
習
施
設
配
属
（
５
月
９
日
）

〈
福
井
市
、
敦
賀
市
の
３
施
設
〉

※

技
能
実
習
開
始
（
３
年
間
）

SNS、ビデオチャット等で随時のコミュニケーションを継続

※

今
回
の
６
名

第
二
期
生
の
受
入
れ

現
在
、
第
二
期
生
の
受
入
れ
の
準
備
を
進

め
て
お
り
、
４
月
28
日
に
は
受
入
を
希
望
す

る
４
施
設
に
よ
る
面
接
会
を
実
施
し
ま
し

た
。（
候
補
者
は
全
員
が
日
本
語
能
力
試
験

Ｎ
４
相
当
合
格
者
）

今
年
８
月
の
入
国
（
予
定
）
を
め
ざ
し
、

今
後
、
入
国
前
講
習
や
各
種
認
定
手
続
き
等

を
行
い
ま
す
。

タ
イ
の
高
校
生
を　
　
　

　
　
　

福
井
の
介
護
人
材
に

県
は
タ
イ
の
ド
ゥ
ア
ン
・
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ

財
団
、
現
地
高
校
と
の
連
携
に
よ
る
介
護
人

材
の
教
育
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

県
介
護
福
祉
士
会
の
協
力
の
も
と
、
介
護

福
祉
士
を
現
地
に
派
遣
し
、
介
護
の
訓
練
を

行
う
と
と
も
に
、
現
地
高
校
へ
の
日
本
語
教

員
配
置
や
日
本
語
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
教
育
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
現
地
の
複
数
の
高
校
が
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
心
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
日

本
語
習
得
の
難
易
度
が
高
い
た
め
、
教
育
支

援
体
制
の
さ
ら
な
る
拡
充
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
現
地
と
の
詳
細
な
協
議
や
信
頼
関
係

の
構
築
を
目
的
に
、
出
入
国
制
限
が
緩
和
さ

れ
た
今
年
３
月
、
県
・
県
社
協
・
県
介
護

福
祉
士
会
・
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
財
団
ふ
く
い
支

援
の
会
が
タ
イ
の
高
校
や
関
係
機
関
を
訪
問

し
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。
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